
ワイワイ 、ガヤガ ヤ。楽しく 子育てしませんか （すく すくさぽーと21 「すく すくフロアー」で）

赤ちゃんの誕生や子育ては、さまざまな喜びや感動をもたらしてく

れます。しかし、毎日の子育ての中ではちょっとしたことで苦しくな

ったり、負担を感じてしまうこともあるでしょう。

そんな時、「グチを聞いてもらえる子育ての先輩がいたら…」、「こ

んなことって他の人にもあるの？」、「ちょっとしたアドバイスがあれ

ば…」と思うことはありませんか。

地域子育て支援センターは、現在市内に3ヵ所あります。ここでは、

「子育て相談」「子育てに関するさまざまな情報提供」「子育て仲間と

の出会いのお手伝い」「子育て講座」などを通して、生き生きと、健

やかに、安心して子育てできるようお手伝いをしています。

※市では子育てを応援するホームページ「子育て支援のホームページ」

を開設しています。子育て情報や、インターネット育児相談のコー

ナーも用意していますので、ご利用＜ださい。

U R L　http:// ｗｗｗ.intership.ｎｅ.jp/ children

四児 童福祉 課家庭支援係c366-7347

相談・問い合わせ…｢牛ツズテレフォン｣
S394 ―5590
月～金曜日の午前8時30 分～午後ら時

ＣＭＳ子育て

センター

(六高台保育園内)

相談･問い合わせ…｢すくすくテレフォン｣H367 ―4646
月～金曜日の午前8時30 分～午後5時

所在…

上本郷38ﾜ0

(市立北松戸

保育所内)

相談･問い合わせ…｢チェリッシュテレフォン｣S308-5880
月～金曜日の午前8畤30分～午後5時

所在…野菊野5

(社会福祉法人野

菊野保育園内)

チェ リッシ ュ・　 ’9

サポ ート ・シ ステム

（野 菊野保育 園内）

子
育
て
仲
間
と
の
出
会
い
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す

各
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
で

子
育
て
の
悩
み
を
一
緒
に
考
え

ま
す
（
電
話
・
面
接
・
メ
ー
ル

相
談
）

「
離
乳
食

を
食

べ
て
く
れ
な

い
」
「
友

達

の
も

の
を
取

っ
て

し
ま
う
」

な
ど
、
ち
ょ
っ
と
困

っ
た
こ
と

も
、
身
近
に
相

談
で

き

る
人

が
い
な

い
と
悩
み
と
し

て
大
き
く
膨

ら
み
劃
す
。

于

育
て
の
こ

と
な
ら
、
ど
ん

な
こ
と

で
も
構

い
ま
せ
ん
。
一

人

で
悩
ま
ず
、
さ
さ

い
な
こ

と

で

も
、
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ

さ
い
。

子
育
て
に
役
立
つ
情
報
を
提

供
し
ま
す

各
子

育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
あ
わ

せ

た
「
子

育
て
情
報
紙
」
を
発

行

し
、
各
市
民
セ
ン

タ
ー
・
支

所

・
保
育
所

（
園
）
な

ど
で
配

布

し
て

い
ま
す
。
ま
た

、
育
児

講
座
な
ど
も
開
催
、
皆

さ
ん
の

于

冐
て
を
応
援
し
て

い
ま
す

。

は

、
子

育

て
仲

間
と

の
出
会

い

の
場
を
提

供
し

て
い
ま
す
。
こ

こ
で

は
プ
レ
ー
ル
ー
ム
で
子
ど

も
を
遊

ば
せ
な
が
ら
、
親
同
士

私
交

流
で
き
ま
す
。
ま
た
、
子

育
て

サ
ー
ク
ル
作
り

や
、
サ

ー

ク
ル
活
動

の
お
手
伝

い
も
し
て

い
ま
す

。
開

設

時
間

な
ど

は
、

そ

れ
ぞ
れ
の
セ
ン
タ

ー
に

お
問

い
合

わ
せ

く
だ
さ

い
。

子

育
て
支

援

セ
ン

タ

ー
は
、

子

育
て
が
楽
し
く
な

る
よ
う

皆

さ
ん
を
応
援
し
て

い
ま
す

。
気

軽
に
ご
利

用
ぐ
だ
さ

い
。

乳幼児健康支援デイサービス事業

［子どもが風邪で保育所には連れて行けな

い。でも 、今日は会社を休めないし …］と 、

困った経験はありませんか。右記の施設では、

子どもの病気が治りかけの日軋 一時的に保育

を行います。どうぞ、ご利用ください。

対象…次のすぺてに該当する乳幼児

①市内に住所があるか 、市内の保育所に入所

している②生後57 日目から就学前日までの年

齢にある③病後回復期のため、集団保育や家

庭保育が困難である

費用…松戸市民＝4 時圖以内1,200 円 、以降1

㈲問に付き３００円 、市外の人＝４時間以内

1,800 円、以降1時間に付き∠150円

利用手続…事前に右図の各施設で予約し 、申

し込みをしてください。

※生活保護世帯、前年分市民税非課税世帯に

該当する場合は、予約時に申し出てくださ

い。また 、申し込み時に証明書を提示して

ください。

圖 児童福祉課家庭支援係S366-734ﾜ

八柱乳幼児健康支援ディサービ ス
ひよこ保育園（新八柱台病院）

所在…松戸 市日暮1 の7 の2 新八柱台

病院新 館6「（JR 武蔵野 線新八柱駅 、
新京成八柱 駅から徒歩1 分）

電話…S387-8351

保育時間…月～土曜日午前8時～午後6

時（土厦日はO ㈲30分まで）〔祝日 、年

末年始（12 月29日～1 月３囗）を除く］

所 在 … 六 実6 の 口( 社 会 福

祉 法 人 六 高 台 保 育 園 内)

http:// ｗｗｗ.an ｓ.ｃ０.jp/∩/

matsudonyuji/

ひとりで輜まず、ご 餡談を

下記でも、子どもに関するさまざまな相談に
お答えしています。どうぞ、ご利用＜ださい。

家庭児童相談（18

歳未満の児童に関

すること）

月～金曜日

午前9時～午後5

時

児童福祉課

25366―ﾜ34ﾜ

就学相談・教育相

談（子どもの就学

や教育に関するこ

と。予約制）

月～金B瞿日

午前9賍～正午、

午後1B#30 分～

午後5[時

教育研究所

S366 ―ﾜ600

(予約専用)

発達相談（子ども

の育ち、発達に関

すること）

月～金曜日

午前8時30 分～

午後ら時

健康福祉会館

こども発達セ

ンター

0383-8111

３
月
2
0日
水
午
後

Ｏ
時
1
5分

～
Ｏ
時
4
5分
　

会

場
市
役
所

一
階
通

路
　

内
容
江
川
良
子

・
鈴
木

広
志

（
サ

ク
ソ
フ

ォ
ー
ン
）
、
田
中
美

佳

（
ピ
ア
ノ
）
に
よ

る
「
浜
辺

の
う

た
」
（
成
田
為
三
）
ほ
か
　

費
用
無
料

※
生
の

演
奏
を

お
子

さ
ん
と

一
緒

に
お

楽
し
み

く
だ

さ

い
。
　
　

卜

固
社
会

教
育
課

昔
3
6
6
・
7
4
6
2

新松戸乳幼児健康支援ディ サービス
ひまわり保育園（新松戸中央総合病院）

所在…松戸市新松戸1 の192　 ソフィ
ア新松戸102 号（JR 新松戸駅から徒

歩「7分」

電 話…公309 －6622

保育時間…月～土曜日午前8 ㈲～ 午後?

時（土曜日は0時30 分まで）〔祝日、年

末年始（12 月29 日～1 月３日）を除＜〕

～応援します、あなたの子育て～

「地域子育て支援センター」

３
月
2
3日

出
午
前
７
時
3
0分
～

９
時
3
0分
の
問
、
電
話
工
事

の
た
め

市

役
所

本
庁
の
電
話
（

昔
3
6
6
・
1
1
1
1

）

が
不
通
と
な
り
ま
す

。
緊

急

時
等
の
ご
連
絡
は
左
記

の
臨
時
電
話
に
お
か
け
ぐ
だ

さ
い
。

臨
時

蓖

霊

号

…

一`
3
6
6
・
３
４
４
４

、

昔
3
6
6
・
4
3
4
4

圈
管

財
課
庁

心
曾

理
係

登
3
6
6
・
7
3
1
6

市
役
所
電
話
工
事
の
お
知
ら
せ

第
3
7回
シ
テ
ィ
ー
・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ド

CMS子育てセンタ

ー

すくすくサポート21
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松戸市総合計画

市
で
は
、「
住
ん
で
よ
い
ま
ち
・
訪
ね
て
よ
い
ま
ち

ま
つ
ど
」
を
目
指
し
た
松
戸
市
総
合
計
画
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
こ
の
実
現
の
た
め
の
第
一
次
実
施
計
画

が
進
行
中
で
す
。

平
成
１５
年
度
か
ら
は
第
二
段
階
と
し
て
、
第
二
次

実
施
計
画
を
開
始
す
る
た
め
、
現
在
、
準
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。

策
定
に
向
け
た
検
討
経
過
お
よ
び
考
え
方
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

昌
総
務
企
画
本
部
企
画
管
理
室
登
3
6
6
・
7
3
1
1

平

成
1
0
年

度

か

ら
第

一
次

実

施

計
画

を
進

行
し

て

い
ま
す

が
、

中

間

年

に

あ

た

る
平

成
1
2
年

度

に
見

直

し

を
行

い
ま
し

た

。

「住んでよいまち・訪ねてよいまち　まつど」を目指して

そ
の
結
果
、
事
業
内

容
を
変
更
し
、
事
業
費

を
削
減
し
ま
し
た
。
主

な
要
因
と
し
て
は
、
社

会
経
済
状
況
の
変
化
に

よ
り
、
財
政
状
況
が
厳

し
さ
を
増
し
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

見
直
し
の
内
訳
…
継
続

＝
九
十
九
件
、
見
直
し

平成10 年度からスタートした松戸市総合計画は、基本構

想・基本計画・実施計画より構成されています。

＝
百
十
八
件
、
終
了
＝
二
十
二

件
、
先
送
り
＝
十
七
件
、
凍
結

＝
十
四
件
、
新
規
＝
十
件

崇
詳
細
は
実
施
計
画
改
訂
版
を

ご
覧
く
だ
さ
い
（
支
所
・
図

書
館
・
行
政
資
料
セ
ン
タ
ー

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）
。

区　分 内　　 容

基本構想
将来の発展方向を展望し 、行政が推進すべき基

本的方向を示すもの

基本計画
基本構想の実現のために必要な施策の方『古]を体

系的に整理したもの

実施計画
基本計画に掲げられた施策を個別事業にまとめ、

財政的な裏付けを持たせたもの

第
二

次

実

施
計

画

を
策

定

す

る
う

え

で

、

現

状

を

把
握

す

る

た

め

、
そ

の

上

位

に
位

置

す

る

前
期

基
本

計
画

の

次

の
事

項

を

再

検

討

し

て

い
ま

す

。

①

設

定
人

口

を

見

直
し

ま

す

将

来

の
人

口

が

ど

の
よ

う

に

変
化

し

て

い
く

の

か

は
、

市

の

政
策
決

定

の
重
要

な
要
因

で

す
。

計

幽
策

定

時

に
設

定
し

た

人

口

は
、

平

成
1
4年

に

四

十
六
万

千

人

、

平

成
2
2年

に

四

十
七
万

人

と
し

ま

し

た

が

、
平

成
1
3
年
1
0

月

時

点

で

す

で

に
四

十
七
万

千

人

と

な

っ
て

お
り

、
再

推

計

の

必

要

が
あ

り

ま
す

。

②
財

政

の

見

通
し

を
見

直

し

ま

す
計

画

策

定

時
以

降
、

社

会

経

jΞt 折麺 自軸 岔

を
お
知
ら

せ
し
ま
す

済

状
況

の

変
化

に

よ
り

、
市

の

財

政
状

況

が
厳

し

さ

を

増
し

た

た

め

、
再

推
計

の

必
要

が

あ
り

ま

す

。

③

施
策

を

検

討

し

て
い

ま
す

行

政

活

動

の

透

明

性

や

説
明

責

任

を

実

現

す

る

た

め

、
各

施

策

に
目

標

値

を

設

定
し

、
そ

の

成

果
を

皆

さ

ん

に

分

か
り

や
す

く

す

る
こ

と

が
重
要

な
こ

と

と

考

え

検

討

を

し

て

い
ま
す

。

ま
た

、

現

在

の

高
度

情
報

化

の
進

展

を

踏

ま

え

、
新
た

に
「
Ｉ

Ｔ

社

会

の

実

現

」

を
施

策
展

開

の
方

向

に

追

加

す

る
こ

と

に

し

て

い
ま

す

。

④

施
策

に

目

的

・

指
標

を
設

定

し

た
い

と

考

え

て
い

ま
す

市

民

の

皆

さ

ん

と
成

果

を

共

有

す

る
た

め

の

手
段

と

し

て

、

各

施

策

に

評

価

シ

ス

テ

ム
を

活

用

す

る
こ

と

で

、

施
策

を

何

の

た

め
に
実

現
す

る
か

と

い
う
「
目

的

」
、
そ

の
目

的

の

達

成

度

を
測

る
た

め

の

代

表

的

な
尺

度

と

し

て

の
「

指

標

」

を
試

案

と

し

て

前

期

基

本

計

幽

の
各

施

策

に

設

け

る
こ

と

を
試

み

て

い
ま

す

。

⑤
行

政

需

要
市

民

懇

話

会

を

開

催

し

ま

し

た

委

員

十

五
人

が
す

べ

て
公

募

に

よ

る

行

政
需

要

心

民

懇
話

会

を

開

き

ま
し

た

。
行

政

の
施

策

が
よ

り

具

体
的

に

身

近

な

も

の

と

な

る

た

め

の
試

み

と
し

て
、

目

的

・

指
標

を

設

定

し

た
試

案

に

つ

い
て
市

民

委

員

の

皆

さ

ん

か
ら
内

容

や
分

か
り

や

す

さ
な

ど

に

関

す

る
意

見

を

聞

き

、
素

案

を
作

成
し

ま

し

た

。

「

施

策

展
開

の
方

向

」

の
目

的

・
指

標

（
素

案

）

は

、
三

面

に

掲

載
し

て

い
ま

す

。

今

後

、
平

成
1
4年

４
月

か
ら

実

施
計
画

の
策
定

に
入

り
ま

す

。

実

施
計

画

期

間

は
平

成
1
5年

度

か

ら
平

成
1
9年

度

ま

で

の
五

ヵ

年

間

で

、
中

間

年
次

に
見

直

し

を

予
定

し

て

い
ま

す

。

ま

た

、
計

画

事
業

の
選

定

に

あ

た

っ

て
は

、

今

後

の

財
政

見

通

し
を

踏
ま

え

、
す

べ

て

の
事

業

を
再

点

検

・
再

構

築
し

な

が

ら

進

め

、
さ
ら

に

、
事

業

管

理

で

は

、

前
期

基

本

計
画

の
施

策

と

同
様
に
、

評
価
シ
ス

テ
ム
の
機

能
を
追
加

し
た
事
業

の
管
理
を

し
て
い
く

こ
と
を
予

定
し
て
い

ま
す
。

⑥
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま

し
た目

的
・
指
標
を
つ
く
る
こ
と

に
伴
い
、
そ
の
達
成
度
を
具
体

的
に
数
値
化
し
た
目
標
（
値
）

を
設
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
そ
の
前
に
現
状
（
値
）
を

把
握
し
、
そ
の
数
値
を
具
体
化

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
行
政
需
要
心
民
懇
話

会
の
委
員
の
意
見
を
参
考
と
し

て
、
直
接
市
民
の
意
識
を
調
べ

る
こ
と
で
客
観
的
な
数
値
を
求

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
（
結
果

は
四
・
五
面
に
掲
載
）
。

平
成
1
4年
1
2月
ま
で
に
は
実

施
計
画
（
案
）
を
策
定
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
は
素
案
を
作
成
し
た
段

階
で
報
告
し
、
ご
意
見
を
お
聞

き
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

今
回
お
知
ら
せ
し
た
件
に
つ

い
て
、
お
気
づ
き
の
点
や
ご
意

見
を
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
ｅ
メ
ー

ル
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ご 意見などの送り先

総務企画本部企画管理室

ファクス…脚36 ∠1-6919

e-mai 卜‥

mcity@intership.ne.jp

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

現
在
ま
で
の
検
討
経
過
と
考
え
方

第
二
次
実
施
計
画
の
準
備
状
況

松戸市総合計画

市

が

直
面

し

て

い
る

さ
ま

ざ

ま

な
課

題

を

解

決

す

る

た

め
、

平

成

１９一
年

度

か

ら
三

つ

の
取

り

組

み
を

行

っ
て

い
ま

す

。

①
財

政

改

革

②
組

織

改

革
（
本

部

制

を
導

入

）

③
評

価

シ

ス

テ

ム
の

導

入

（
事

業
目

的

の

明

確
化

）

第
一
次
実
施
計
画
の
見

直
し

三
つ
の
取
り
組
み

前
期
基
本
計
画
の
検
討



前期 目　　的…安心してゆとりのある暮らしができるようにする
主な指標…⑩安心やゆとりを感じている人の割合

｢施策展開の方向亅の目的・指標一覧(素案)

第1節…連携型地域社会の形成

目　　的…市民が互いを尊重し、住み続けたいと思うまちになる

主な指標…①松戸に住み続けたいと思う人の割合

項 目　 的 主な指標

第1項

人権を尊重する社会

の実現

さまざまな人権侵害がなくなり、

一人ひとりの個性や生き方がより

尊重されるようになる

②身の回りで人権が守られて

いると思っている人の割合

第2項

男女共同参画社会づ

くり

性別に係（かか）わらず、社会・

家庭での役割が、今以上に選択で

きるようになる

③性別による役割固定を支持

しない人の割合

第3項

市民と行政のパート

ナーシップの強化

市民主体の地域づ＜リが活発にな

る

ＮＰＯ法人の数

④地域活動に参加している人

の割合

第4項

情報提供の充実

市民が必要度に応じて、知リたい

行政情報を得られるようになる
ホームページのアクセス件数

第5項

ＩＴ社会の実現

(新規追加）

ＩＴ技術が活用される地域社会に

なる

⑤インターネットを利用して

いる人の割合

第２節…豊かな人生を支える福祉社会の実現

項 目　的 主な指標

第1項

多様な生きがい感の

ある環境づくり

生涯を通して、自分に合った社会

参加ができ、生きがい感をもてる

ようになる

⑥生きがい感をもっている人

の割合

第2項

健康の維持・増進

生涯を通して］建康に良いと思う

行動や身近な人の健康ご配慮がで

き、病気や障害をもつことになっ

でも、自分に合った健康生活が送

れるようになる

⑦本人が健康であると思う人

の割合

第3項

日常生活および緊急

時の安全・安心性の
向上

生涯を通して、必要な時に必要度

に応じて十分な医療･介護･保護・

支援などのサービスが受けられ、

生活する上での安心感がもてるよ

うになる

⑧日常生活（心配事が起きた

時を含心）に対しての安心感

をもつ人の割合

第4項

福祉のための基盤整

備

生涯を通して、必要な時に健康福

祉施設サービスが必要度匸応じて

利用できるよう匚なる

施設ニーズ充足率

第3節…時代を育む文化・教育環境の創造

項 目　的 主な指標

第1項

生涯学習の推進

より多＜の人が積極的に学習活動

を行い、その成果を活（い）かす

ようになる

⑩学習活動を行っている人の

割合

⑥学習活動の成果を地域社会

で活かしている人の割合

第2項

学校教育の推進

個々の発達段階に応じて児童生徒

が基礎基本を習得するようになる
基礎基本習得の到達度

第3項

生涯にわたるスポー

ツ活動の支援

より多くの人がスポーツに親しむ

ようになる

⑩スポーツを行っている人の

割合

スポーツで市民の誇リを育て

た競技者の数

第4項

国際化の推進と平和

意識の高揚

外国籍市民が暮らしやすくなる

外国籍市民で暮らしに満足し

ている人の割合

⑤外国籍市民と交流している

人の割合

すべての人が世界平和を望むよう

になる

⑩国際紛争に対する関心を示

す人の割合

第5項

瘴少年の健全育成

より多＜の青少年が社会の一員で

あることを自覚して生活するよう

になる

青少年育成団体への小中学生

の帰属率

非行少年数

第6項

多様な文化・芸術の

創造

より多＜の人が文化・芸術に親し

み、自ら創造的な活動をするよう

になる

⑩文化・芸術に親しむ人の割

合

市民が誇れる芸術文化活動を

する人の数

項 目　的 主な指標

第1項

良好な生活空間の実現

良好な生活空間に住むことができ

るようにする

資産価値（公示価格の増減率

の近隣市比較）

第2項

人と自然が共生する

まちづくり

緑や水にふれあえるようにする

緑被率（欄外参照）

ＢＯＤ（欄外参照）

第3項

リサイクル型の都市

づくり

市民の生活に身近な環境負荷が少

なくなる

廃棄物の最終処分量

環境基準達成率（大気、騒音）

第4項

安全で安心な地域環境

づくり

日常生活における火災・交通事故

および地震等の災害が発生した時

に被害を少なくする

火災による焼死者数

心肺停止患者の蘇(そ) 生率

交通事故の発生件数

⑤災害に対して自ら対策を講

じている人の割合

第5項

自立をめざした消費

者行政の推進

商品やサービスの購入時に、トラ

ブルに巻き込まれることが少な＜

なる

⑩商品やサービスの購入時に、

トラブルに巻き込まれた人の

割合

緑被率二市域面積に占める緑地( 樹林地・草地・農地・水面)面積の割合
ＢＯＤ＝生物化学的酸素要求量：水中の有機物が微生物によって一定時間内に酸化分
解される時に必要な酸素量

目　　的…快適で便利な賑(にぎ)わいのあるまちに住むことができるようにする

主な指標…⑩快適・便利一賑わいがあると感じている人の割合

項 目　的 主な指標

第1項

都市環境の整備

地域ごとの特色を活かし 、交流人

口が増えるようにする

交流人口(｢晢間人口｣十｢観光

客数｣)

第2項

都市基盤の整備

公共交通を利用しやすくする 鉄道の混雑率

車の流れを良くする 渋滞個所数

水害を少なくする 浸水個所および面積

汚水が川に直接流れないようにす

る

下水道利用率（「下水道利用者

数］÷「人口」

安全な水をいつでも使えるよう匚

する

⑩(水道水仁)満足している人

の割合

第3項

活力ある産業の振興
産業を維持・発展させる

商業の年間商品販売額

製造品出荷額等

農業粗生産額

第4項

就労環境と就労機会

の整備

安定した雇用が確保されるととも

に、働きやすい職場匚なる

有効求人倍率

障害者法定雇用率を達成して

いる企業の割合

第5項

多様な近郊型観光の

振興

観光客が多＜訪れるようになる 主要観光スポットの観光客数

第６節…都市経営の視点に立った行財政運営

項 目　的 主な指標

第1項

効果的・効率的な施

策を実現するシステ

ムの形成

生産性の向上を図リ、質の高い行

政運営を推進する

経常収支比率（財政状況の弾

力吐を示す）

第2項

行政としての経営基

盤の強化

多種多様な行政需要に応（こた）

えることが可能であり、また社会

経済情勢の変化匸柔軟に対応でき

る健全財政を維持・推進する

財政力指数（財政の豊かさを

示す）

第3項

広域疔政への取り組み
近隣自治体との連携を強化する 連携して実施した業務数

第4項

計画行政の推進

市民に分かりやすい行政運営の中

長期ビジョンと戦略を示し 、それ

を推進する

リーディングプランの実現率

(進ちよ＜状況)

第5項

庁舎および庁舎機能

の整備充実

市役所・支所の利便性を向上させ

る

⑩市役所・支所を不便と感じ

ている人の割合

節・項…前期基本計画［施策展開の

方頏］」の区分

目　 的…施策を進める目的＝「市民

と行政が役割分担を自覚し 、

協働して実現したい状態」

主な指標…目的の達成度を測るための

尺度の例示

※丸付き数字は丁市民意識調査］の

調査対象指標（4 ・5面を参照）

目　　的…生涯を通して、心豊かに健やかに暮らせるようになる

主な指標…健康寿命（「平均寿命」一「痴ほう・寝たきりの平均期間」）

目　　的…多くの市民が暮らしたいと思う文化や教育環境がある

主な指標…⑨文化･教育に魅力を感じて､いつまでも住み続けたいと思う人の割合

表の見方

目　　的…地方分権に対応できる自己責任・自己決定能力を向上させ、行政の

自立度を高める主な指標…自主財源比率（行政活動の自主性と安定性を確保しているかを示す）

第５節…魅力ある都市空間の形成と産業の振興

第４節…安全で快適な生活環境の実現

基本
計画



⑧ 日 常 生 活 （心 配 事 が 起

き た 時 を 含 む ） に 対 し て

の 安 心 感 を も つ 人 の 割 合

指標 の現 状（値 ）･･■3.696

⑩スポーツを行ってい

る人の割合

指標の現状(値)…33.496

※主 な不安や心 配事 （複数回 答）

自分 の健康

家族 の健康

将来 の家 族の介 護

現在の 生活 や家 計

将来の 生活 や家 計

仕 事

出 産や 子育 て

子 ども の将来

住 居やｲ主まい

財産 や資 産

人と の付 き合い

生 きがい

その 他

⑨文化・教育に魅力を感
じて、いつまでも住み続
けたいと思う人の割合

指標の現状(値)…21.396

文化 ・教育の魅力 が

十 分満足 十

まあまあ満足（28.2 ％）

普通(34.ﾜ ％）

やや不満 十
きわめて不満 （3ﾜ.1 ％）

⑩学習活動を行っている人の割合

指標の現状(値)･-44.496

⑩ 安 心 や ゆ とり を 感 じ て

い る 人 の 割 合

指標 の現 状( 値) …2 ∠↓.6％

店 頭 での 購 入

訪 問 販売 での 購 入

通 信 販 売 で の購 入

電話勧誘販売での購入

そ の 他

⑩外国籍市民と交流して
いる人の割合

指標の現状(値)…3.6%

⑩学習活動の成果を地域社
会で活かしている人の割合

指標の現状(値)‥･69.496

⑩国際紛争に対する関心
を示す人の割合

指標の現状(値卜･56.596

⑩快適・便利・賑わいがあ
ると感じている人の割合

指標の現状(値)･-42.996

※学習活動が活かされているところ

(複数回答)

仕 事 ・職 業

自 分 白身 の[古]上

家族 や家 庭

地 域 や社 会 活 動

親睦や友人との交流

そ の 怛

⑩文化・芸術に親しむ人の割合

指標の現状(値)…46.896

⑩災害に対して自ら対策を講じている人の割合

指標の現状( 値卜･61.ﾜ ％

※防災の準備(複数回答)

消火 器の設置

家具などの転ｲ到防止

水や食料の備蓄

非常持ち出し用品の確保

身内との連絡方法の確立

避難経路や避難場所の確認

防災訓練などへの参加

その他

⑩水道水に満足してい

る人の割合

指標の現状(値) …5.6％

⑤市役所・支所を不便と

感じている人の割合

指標の現状(値)‥･36.296

⑩商品やサービスの購入時に、ト

ラブルに巻き込まれた人の割合

指標の現状(値)･･■11.496

※ト ラブル や被害の 内容 （複数回答 ）



市 民 意 識 調 査 結 果
今後、前期基本計画の指標に基づき目標を設定

するためには 、指標の現状（ｲ直）を把握した上で

設定しなければなりません。指標には 、既にある

情報を集約することにより算出できるものと、改

めて調査しなければならないものがあります。そ

こ で今回、市民意識調査を実施しました。

この調査結果の詳細については 、図書館・行政

資料センターでご覧になれます。

１ 回答者のプロフィール

２ 指標の現状（値）
に記載してい ます。

市 民 意 識 調 査( 標本誤差…信頼度95%)

対 象 ・人 数 … 平 成13 年9 月 末 現 在 市 内 在 住 で20

歳以 上 の 日 本 国 籍 の 人3,000 人 （無 作 為 抽 出 ）

有 効 回 答 数 …1,612 人

回 答 率 …53.「ｱ％

調 査 方 法 … 郵 送

調 査 期 間 … 平 成13 年10 月30 日～11 月13 日

調 査 結 果 … 下 記 のと お り

※グラフの割合については、少数点第2愃を四捨五入して

い ますので 、合計が100 ％にならないものもあり ます。

性別

円 グラフ の項目 のうち ※がつい てい る項目は詳細な 事柄を調査してい ます。

世帯構成

②身の回りで人権が守

られていると思ってい
る人の割合

指標の現状( 値)…42.496

松戸市在住年数

※人権 が守ら れてい ない と思うこ と

女性 の人 権問題

子ど もの 人権 問題

高齢 者の 人権 問題

障害 者の 人権 問題

同和 問題

卜国籍市民の人権罔題

患者 の人 権問題

そ の他

※参加している地域活動(複数回答)

町 会 ・自治 会

ボラン テ ィア団 体

PTA

ＮＰＯ法 人

子 ども 会育成 会

企 業に よる 奉仕活 動

有志･仲間との奉仕活動

そ の他

⑦本人が健康であると思
う人の割合

指標の現状(値)･･66.496

(複数回答)

①松戸に住み続けた
いと思う人の割合

指標の現状(値) …

58.696

⑥インターネットを利用している人の割合

指標の現状(値)…38.196

※インタ ーネットの利 用内 容（複 数回答 ）

電 子 メー ルの送 信

メー ル情報 の受 信

ホ ー ムペー ジか らの情 報入 手

チケット予約やショッピングなど

ホームページを開設レ 情報発信

その 他

④ 地 域 活 動 に 参 加 し て

い る 人 の 割合

指 標の 現 状〔値 〕‥･27.19

⑥生きがい感をも

っている人の割合

指標の現状(値)･‥

3∠1.6%

※前期基 本計画の施策展 開の方 向順

③性別による役割固定を支持
しない人の割合

指標の現状(値)･･･43.∠L％

年齢構成



※身近な情報をお寄せください。

馬
橋
小
三
年
生
か

地
域
の
お
年
寄
り
と
交
流

最
近
は
核
家

族
が
増
え

、
子

ど

も
た
ち

が
お
年

寄
り

か
ら
話
を
聞

ぐ
機
会
が
少
な
ぐ
な
っ
て
い
求
す
。

朝市に無農薬栽培の野菜がズラリ

花笠音頭を元気に踊りました

地
域

の
お
年

寄
り

（
主
に
ひ
と

Ｉ

暮
ら
し

の
人
）
と
児

童
と

の
交

流
を
す

す
め
る
催
し

が
、
２
月
2
6

日

、
馬

橋
小

学
校
で
開
催
さ

れ
ま

し

た
。

三
年

生
百

十
二
人
は

「
よ
う
こ

そ

い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た

。
皆

さ

ん
と
会
え

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
」
と
地
域

の
高
齢

者

五

十
四
人

を
迎
え

、
こ

の
日

の
た

め
に
練
習
を
重
ね
て
き
た
歌

や
踊

ぴ
を
披
露

。

参
加
者
全
員
で
合
唱
し
た

「
春

の
小
川

」
。
馬

橋
小
学
校
で

は
早
ぐ

も
春
爛
漫
で
し
た
。

松戸市無農薬栽培研究会（太田原正男会長 、会員

50人）は、ＪＡまつど経済センター（馬橋1939)で

初めての朝市を開きました。朝市には、とれたての

ダイコンやカブ 、キャベツ、ハクサイなどの野菜が

並び、訪れた人たちに大好評＝写真＝。

これは、「無農薬で栽培された野菜が欲しい」と地

元の人たちの声を受け行われたものです。

なお朝市は、毎週火曜日午前8時から10 時まで罔

センターで開かれます。

固ＪＡすっと経済センター指導課登3∠囗一引 引

「
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
松
戸
」

は

つ
ら

つ
ク
ラ
ブ
松
戸

（
松
戸
市
老

人

ク
ラ
ブ
連
合
会

）
は
、
２
月
2
1日
、

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム

ー
マ
ー
シ
イ

ヒ
ル

を
訪

問
し

、
入
所

者
と
の
ふ
れ
あ

い
を
深

め
ま
し

た
。

和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
披

露
さ
れ
た
踊
り

・
腹
話

術
な
ど
に
、
入
所
者
た
ち

か
ら
た
く

さ

ん
の
拍
手

が
送
ら
れ
て

い
ま
し

た
。
今

で
は
、

ほ
と

ん
ど
見

な
く
な

っ
た
南
京
玉
す

だ
れ
を
演

入所者に披露さ れた南京玉すだれ

催
　
し
　
物

じ
た
会

員
は
「
人
前
で

行

つ
の
は
今
日

が
初
め

て
。
無
事
に
終
わ
っ
て

ホ
ッ
と
し

ま
し
た
。
ま

た
機

会
が
あ
れ

ば
披
露

し

た

い
」
と
の
こ
と

。

今

後
も
同

ク
ラ

ブ
で

は
市

内
の
特
別
養
護
老

人

ホ
ー
ム
を
慰
問
す

る

そ
う

で
す
。

■
社
交
ダ
ン
ス
講
習
会

３
月
1
9日
～
４
月
2
3日

の
毎
週

火
曜
日
午
後
６
時
3
0分
～

７
時
3
0

分

会
場
馬
橋
東
市
民

セ
ン

タ
ー

対
象
初
心
者

菩
用

無
料

（
た
だ

し
テ
キ
ス
ト
代
千
円

）

圜

ラ
ラ

ー
ス

テ
ッ
プ
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル

・
鈴
木

公
3
4
1
・
2
3
8
7

■
ス
ク
エ
ア
ー
ダ
ン
ス
初
心

者

講

習

会

４
月
７
日
～
８
月
2
5日

の
日
曜

日

〔
全
十
五

回
〕

午
後
３
時
～
５

時

会
場
小
金
北
市
民

セ
ン
タ
ー

ほ
か
　

内

容
カ
ン
ト
リ

ー
ウ
ェ
ス

タ
ン
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
で
踊
る

グ
ル

ー
プ
ダ
ン
ス
　

春
用

五
千
円

匣
電
話
で
松
戸
ス
ク
ェ

ア
ー

ダ
ン

ス
協
会

・
西

洋

昔
3
4
1
・
2
1
7
6

へ■
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
の
歌
と
名

作

絵

本

の

集

い

３
月
2
5日

囲
午
前
1
0時
3
0分
～

いＨ
時
3
0分

会
場
小
金
原
市

民
セ

ン

タ
ー
　
内
容
英
語

の
わ
ら
べ
歌

東平賀公園が４月オープンします

整備が進む東平賀公園

現在、江戸川が流れる低地は、か
つて奥東京湾と呼ばれる遠浅の海で

した。縄文人たちが海から採って食

べた貝剋を長年にわたり捨てたこと

で貝塚ができました。

市内には135 力所の縄文時代の遺

跡かおり、そのうち引 力所で貝塚が

確認されています。

で
遊

ん
だ
り

英
語
の
名
作
絵
本
を

楽
し

む
　

対
驟

幼
児
と
そ

の
保
護

者

定
員
先
着
十
組

春
用

親
子

一
組

五
百
円

圃
電
話
で

㈱
ラ
ボ
国

墜

父
流
セ
ン

タ
ー
松
戸

地
域
研
究
会
事
務
局

亟

０
１

り乙
ｏ

・
8
0
8
・
７

４
り０
へ

■
日
舞
・
新
舞
踊
講
習
会

３
月
2
0日
水
・
2
7日
水
午
後
１

時
～

４
時

会
場
ハ

ケ
崎
市
民
セ

ン
タ
１‐‐・
　
春
用

五
百
円

圖

邦
舞
の
会

・
藤
間

昔
3
4
6
・
8
7

2
5

（
夜
間
の
み
）

会

員

募

集

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
松
戸
ユ
ー
カ
リ
ジ
ュ
ニ
ア

テ

ニ

ス

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

４
月
～

平
成
1
5年

３
月
の
毎
週

土
曜

日
①

午
後
１
時
3
0分
～
３
時

②

午
後
３
時
～
４
時
3
0分

龠
場

栗

ケ
沢
公

園
庭
球
場

兢
蹙
不

学

三
年

～
六
年
生
　

苣

御

月一
子

円

（
入
会

金
な
し

、
人
団
時
保
険
料
五

百
円

）

圃
４
月
６
日
剛

・
1
3日
出
午
後
１

市では、確認調査を終えた東平賀貝塚の遺跡を保護しつつ、都

市公園（名称＝東平賀公園）を4月にオープンします。

公園には、自由広場のほか、遊具（砂場・ブランコ・すベリ台

等）が設置されますので、ぜひご利用ください。

時
～
１
時
3
0分

の
問

に
、
栗

ケ
沢

公

園
庭
球
場
十
番
コ

ー
ト
で

（
雨

天
時
も
説
明
会
を
同

時
に

実
施
）

圖
小
川

登
3
4
5
・
9
1
4
5

■
油
絵
サ
ー
ク
ル
「
貝
の
花
」

月
三
回
木
曜
日
午
前
1
0時
～
正

午

命
場

貝
の
花
小
学
校
講
座
室

内
容
油
絵
を
中

心
に

デ
ッ
サ

ン

ー

コ
ラ
Ｌ

ン
ユ
ほ

か
　

黷

用
月
四
千

五
百
円

（
教
材
茸

寺
を
含

む
、
入

会
金
二
千
円
）

固
関
口

登
3
4
4
・
7
3
6
3

■
双
葉
会
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー

ク

ル毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
～

９
時

会
場
馬
橋
市
民
セ
ン

タ
ー
　
内

容

基
礎
か
ら

の
勉
強

対
象

多
少
踊

れ
る
人

費
用
月
三
千
円

（
入
会

金
千
円

）

圜
鈴
木

登
3
6
3
・
8
4
4
9

■
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
パ
ピ
ヨ

ン

（
社

交

ダ

ン

ス

）

月
四
回
木
曜
口
口
午
後
７

時
～
９

時

会
場
小

金
北
市
民
セ

ン
タ
ー

鷺

用
月
二
千

五
百
円

叉

会
金
な

し

）
固

高

橋

登
川
・
2
4
9
1

健康塾「介護保険を上手に使 うため

に」

3月26日比）午後3時～4時30分 会場東

松戸病院大会議室　講師中央在宅介護支

援センター所長　定員先着70 人　費用

無料

圃電話で東松戸病院保健福祉医療室容

391―5500 へ

講演会「こ れからのこどもの福祉を

考える～個人・家族 そして地域」

3月30日出午後1時30 分～4時　会場市

民劇場　講師上智大学助教授・栃本一三

郎氏　定員当日先着300人　費用無料

刑呆育を希望する人は、３月25日㈲まで

に電話で児童福祉課へ（1歳10ヵ月以

上就学前の児童・おやつ代200 円）

圜児童福祉課公366  -7347

松戸ふるさと村ネットワ ーク「まつ

ど札幌村」開村世話人を募集

松戸まちづくり交流室テント小屋では、

市民同士のパートナーシップを強化し、

市民協働のまちづくりを推進するため、

ふるさとを共有する仲間たちのネットワ

ークづくりを提唱しています。

このたび､「まつど札幌村」開村の準備

を進めるため、世話人を募集します。

対象北海道札幌市にゆかりのある松戸

市民等（資格不問）

圃電話でまつどふるさと村役場（まちづ

くり交流室テント小屋内）公367-8889 へ

再生自転車を販売

3月16日出～18日(月)午前10時～午後3時

会場生きがい福祉センター　販売台数30

台( 売り切れ次第終了) 価格5,000円～

9,000円( 消費税込み、防犯登録付き)

交通五香駅東口から新京成バス乗車､｢新

栄町入口｣ 下車

固 シルバー人材センターc384-3191

災害救援ボランティア講座

4月10日圉・11日(沐)・12日記〔全3回〕

午前9時～午後5時 会場千葉県中央防災

センター( 千葉市) 内容災害模擬体験、

応急手当( 上級)、情報収集・伝達と避難

誘導ほか　対象県内在住・在勤・在学の

人　定員先着40人　費用9,900円、学生

3,300円( 教材費・保険料)

を成果確認者にはセーフティーリーダー

認定証・上級救命講習修了証を交付

圃電話で災害救援ボランティア推進委員

会S03-3584-4085 へ( 月～金曜日午

前10時～午後5時)

松戸商工会議所パソコン教室

コース名 日　時 費用（　）内は会員

イン

タ
ー

ネ
ッ

ト
活
用
講
習

（電

子
商
取
引
研
修
）

電子メール送受信

化メールの基本からファイル

添付の方法まで）

4/!6 ㈹、5/19(1日)のいずれ

か１日､午前10 時～午後5

時

12,000 円(9,000 円)

別途テキスト代1,000円

ホ ームペ ージ作成基 礎

(フ ロント ペ ージを 使用し 、基

本から 写真・地図の掲載など)

4/14臼、5/23W のいずれ

か１日、午前10 時～午後ら

時

12,000 円旧,000円）

別途テ牛スト代1,000円

電子決済・署名

(受発注データー受け渡しから

電子決済方法など)

4/26廊午後1[侍30分～3時
30分

4,000 円(3,000 円)
別途テキスト代1,000円

パソ

コ
ン
体
験
教
室

超初心者コース

(パソコンを初めて触れる人に

電源の入れ方から教えます)

4/8R ・11困のいずれか1

日､午後1眄30分～3贍30分 3,000 円(2,000 円)

教材費を含む5/7W ・10 ㈹のいずれか1

日､午後1時30分～3時30分

初心 者コース

(ウィン ドウ ズ98 の基 本操作か

ら簡単な インタ ーネット体験)

4/15 ㈲・19脂のいずれ か1

日､午後IE珸30分～叫時30 分
4,000 円(3,000 円)

別途テキスト代2,100円
5/14C偸16 休)のい ずれか1

日,午後1時30 分～∠↓賍30 分

文書作成コース（ワード98 の

基本操作・表の作成・文章編
集方法・描画機能など）

4/23 ㈹午前10 時～午後ら

時

12,000 円(9,000 円)
別途テキスト代2,100円

表計算コース

(エクセル98の基本操作、裹計

算・グラフ・描画機能など)

5/21 ㈹午前ｍ時～午後5

時

12,000 円(9,000 円)

別途テキスト代2,100 円

会場松戸商工会議所パソコン教室（松戸ビルヂング3階） 定員各先着10人

圃費用を持って直接、松戸商工会議所（松戸2060 、登364-3111) へ

小金・小金原・

馬橋支所版

老
人
ホ
ー
ム
を
慰
問



青少年の健全育成に取り組むボランティア

相 談 員 が マ ラ ソ ン 大 会 を 開 催

市内の小学生166人が、2月10日、常盤平中学

校をスタートし 図 鬚、1.5  *□、2％の３コースを

元気に走りました＝写真＝。これは青少年相談員

常盤平支部が主催したマラソン大会でのこと。

青少年相談員は 、地域から推薦された「青少年

の健全育成に熱意と行動力のある人たち」で 、知

事・市長から委嘱（任期3 年）を受けたボランテ

ィア。現在225 人が市内12 支部に分かれ､ それぞ

れの地域に根ざした活動を行っています。

21 世紀の森と広場で開催するこども祭りの企画

や運営等を行うほか､ 夏には中学生を対象にキャ

ンプ大会・スポーツ大会も圜催します。

■
こ
ひ
つ
じ
お
は
な
し
会

３
月
2
0日
水
午
後
２
時
～

３
時

会

場
市
川
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
八

柱

駅
下

車
徒
歩
五
分
）
　

内
容
之里

話

の
読
み
聞
か
せ
と
人
形
劇

定

員
当
日

先
着
三

十
人

杤
用

無
料

圖

こ
ひ
つ
じ
お
は
な
し
会

・
市
川

昔
3
8
3
・
０乙
りａ
１
０乙

東
部
地
区
社
会
豫
售
僣
濆
会
は
、

福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
家

事
支
援
活
動
を
４
月
か
ら
始

め
ま
す
。
こ
れ
は

「
す

る
も
さ

れ

る
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
合

言
葉

に
、
地
域
の
人
た
ち
に
よ

る
相
互

扶
助

を
目
的
と
し
た
活
動
で
す

。

お
年

寄
り
や
支
援
の
必
要
な
人

た

ち
が
利

用
会
員
と
し
て
登
録
し

、

買

い
物
・
掃
除

・
洗
濯

・
外
出

の

付

添

い
・
簡
単
な
大
工
仕
事

・
話

し

相
手

な
ど
を

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
協

力

会
員

（
３
月
現
在
、
八

十
一
人

が
登
録
）

が
行

い
ま
す

。

こ
の
活
動
を
前
に
、
２
月
1
0日
、

東
部
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
会

議
室
で

家

事
支
援
活
動

の
勉
強
会

を
開
催

し

ま
し
た
＝
写
真
＝
。

利
用
費

用
一
時
間
五
百
円

圃
電
話
で
東
部

地
区
社
会
福
祉
協

議
会

音
3
9
1
・
6
5
8
1

（
平
日

午

前
９
時
3
0分

～
午
後
４

時
3
0分
）
へ

月
７
日

収
に
行

わ
れ
ま
す
。

桜
並
木

の
も
と
で
、
楽
し
く
一

緒
に
踊
り

ま
せ
ん
か
。

練
習
日
時

第

∇

二
火
曜
日
、

第
三

・
四
木

曜
日

各

午
後
７
時
～

９

時

会
場
い
ぶ
き
の
広
場

（
五

香
五

の

Ｉ
〇
の
四
）

圜

松
戸
う

き
う

き
連
・
柳
田

登
3
8
7

・
9
7
8
9

六
実
桜
ま
つ
り

阿
波
踊
り
参
加
者
を

募
集

■
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ

ブ

体

験

説

明

会

３
月
1
7日

㈲
午
前
1
1時
～
午
後

１
時

龠
場

森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内

容
い
ろ
い
ろ
な
国

の
言
葉
を
勉
強

で
は
な
く

楽
し

く
自
然
習
得
し
て

い
く
活

動
を
体
験
　

茖
用

無
料

圃

電
話
で
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ

ー
ク

ラ
ブ
ま
つ
ど

・
中
山

登
3
1
1
・
９
６

↓

１

へ

■
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
（
春

と

の

出

合

い

）

３
月
2
1日
冊
午
前
1
0時
～
午
後

ｏ

時
3
0分

〔
雨
天
中
止
〕
　

会
場

9
1］世
紀
の
森
と
広
場

内

容
大
人

も
子
供
も
楽
し
め

る
森
や
水
辺

の

自
然
に
関
わ

る
ゲ

ー
ム
　

対
象
四

歳
以

上
　

巷
甬

二
百
円

圜
ま

つ
ど
ネ
イ
チ

ャ
ー
ゲ
ー
ム
の

会

・
水
上

公
3
6
8
・
6
0
2
0

（
夜

間
の
み
）

会

場

八

柱
市

民

セ

ン

タ
１
　

春
用

月

三

千

円

（
入

会

金

千
円

）

※

一
日

無

料

休

験

あ

り

固

竹

内

昔
3
8
4・
2
4
3
6

■
も
ぐ
ら
ハ
ー
ト
２
ク
ラ
ブ

（
中

高

年

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

）

毎

週

木

曜

日

午

前
1
0
時

か

ら

会

場

儔
塚

コ

ー
ト
　

内

容

中
高

年

の
人

の
健

康

同

上

を

図

る
　

茖
用

月

千

円

（
入

会

金

五

千
円

）

圃
（

ガ
キ

に

住

所

・
氏
名

・
年

齢

・
電

話

番

号

を
記
入

し

て

、

〒
2
7
1

－
0
0
9
1

松

戸
市

本

町

匸
二

の

五
石

井

ビ

ル
ニ

階

ア

ー
ト

エ

ム
内

増

田

莖
畆

（
登
3
6
2・
0
3
5
0

）
へ

■
茶
道
「
睦
会
」

毎

週
火

曜

日

午

前
1
0
時

～

午

後

２

時

会

場
六

実

市

民

セ

ン

タ

ー

対
襲

初

心

者

菩
ｍ

肖

四

千

円

汞

屋

料

を

含

む

、

入

会

金

千

円

）

固

西

崎

登
3
8
5・
0
4
4
5

■
八
柱
ヨ
ー
ガ
サ
ー
ク
ル

毎

週

土

曜

日

午

前

い１１一
時

～

午

後

１

時

会

場

八

柱
市

民

セ

ン

タ

ー

内

容

体

の

ほ
ぐ

し

と

柔

軟

体

操

お

よ

び

真

向

法

費

用

三

千

五

百

円

（
入

会

金

な

し

）

圜

桜

井

登
3
8
4・
7
1
5
5

束
部
地
区
で

家
事
支
援
活
動
が
４
月
ス
タ
ー
ト ※身近な情報をお寄せください。

子どもたちを地域で見守る陣屋前町会
小学生卒業記念懇話会を開催

「あいさつ日本一」を目指す八

柱地区の町会の一つ常盤平陣屋前

町会。圜町会では、毎年 、小学校

を卒業する児童と町会の人だちと

が集まり､ 懇話会を行っています。

2月10 日、6回目となる小学校卒

業記念懇話会が常盤平体育館で開

催され、児童4人が出席しました。　　一人ひとり自己紹介しました

「学校の勉強はもちろん、クラブ活動などを通じて友達の輪を広げて

ください。また、町会の人と顔を合わせたら、お互いにあいさつを

しましょう」と子どもたちに話し か三好健夫町会長。このほか、町

内の人による「薬学博士のお話と実験」「手品」などが披露され、楽

しい一日を過ごしました。

昨
年
、
六
実
署
管
内
で
十
四
件

の
火
災

が
発

生
し
ま
し
た
。
同
署
で
は
防
火

の
願

い
を
込
め

て
、
六
実

の
火

の
見

や
ぐ

ら
の
由

来
を
記

し
た

看
板
を
２
月
に
設
置
し
ま
し

た
。

火

の
見

や
ぐ
ら
は
、
江
戸

時
代

に
火
災
の
発

生
を
地
域
住
民

に
知
ら
せ

、
避

難
や
消
火
の
出

動
を

促
す
た

め
に
設
置

さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で

す

。
六
実

の
火

の
見

や
ぐ

ら
は
、
大
正

時
代
に

建
て
ら
れ
、
現
在

の
も

の
で
三
代
目
＝
写

真
＝

。

電
話

の
普
及
と

と
も
に
現

役
を
引
退
し
ま
し
た

が
、
今

は
防
火
標
語

を
身
に
ま
と
う
な
ど
六
実

地
区

の
防
災

シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て

い
ま
す
。

防
災
の
シ
ン
ボ
ル

火
の
見
や
ぐ
ら

青少年教室「今年は午年　馬を知ろ

う～馬の生態を学ぶ～」〔全3回〕

日　時 内 懈

4/3困
午後

２
時
～

３
時30

分

馬のからだとくらし～種類・

歴史・からだのつくり ・食事
について

4/4 困・5銜

のいずれか
１日

馬に会いに行こう～馬場見学

・乗馬体験
※2グループに分かれて

4/6圉 こ れからの馬と人～まとめ

会場青少年会館 〔4月４日・５日は馬場

（柏市中原）〕　講師馬場馬術インストラ

クター・山蔦幸太郎氏　対象小学5年生

～中学3年生　定員10人（抽選）　費用

2,000円（馬具レンタル代一式）

圃3月23日出 〔必着〕までに、往復ハガ

キに住所・氏名・学校名・学年・電話番

号・靴のサイズ・馬について一言を記入

して（返信面には何も書かない）、〒271

-0035 松戸市新松戸南2の2　青少年会館

(S344-8556) へ

野菊野こども館のパート職員を募集

対象保育士または教員免許取得者で土

・日曜日に勤められる人　業務内容野菊

野こども館で子どもたちに遊びを指導

※詳細はお問い合わせください。

固児童福祉課£5366―7347

住宅 リフ ォーム相談と市民講座

3月23日比)午前10時～午後4時= 住宅リ

フォーム相談､ 午後2時～3時＝市民講座

(松戸住宅リフォーム相談員によるリフ

ォームのポイントとバリアフリー住宅)

会場八柱市民センター　費用無料

圃当日会場で

圜松戸住宅リフォーム相談員協議会登

361 -9545

軽自動車などの廃車、名義変更、住

所変更の手続きをお忘 れなく

軽自動車税は、毎年4月1日現在、原動

機付自転車・小型特殊自動車・軽自動車

・二輪の小型自動車を所有している人に

かかります。軽自動車等を譲度したり、

使わなくなったときは、必ず手続きをし

てください。

車　穡 手続場所

原動機付自転車

小型特殊自動車

市役所税制課および吝支

所

三輪・四輪の軽

自動車

軽自動車検査協会野田支

所昔04 －ワワO －2020

二輪車(125cc
を超えるもの）

千葉陸運支局野田自動車
登録検査事務所

公04 －ワ121-0111

固税制課Q366  -7321

情 報 セ ン タ ー ビ デ オ 編 集 講 座

①初 級 ・ 中 級 コ ー ス

3 月22 日面 ・23 日(士)・24 日(日)、 各 午後

1時30 分～4 時30 分 内容 自 分 で撮 影 し た

ビ デ オに タ イ トル ・音 楽 を入 れ編 集　 対

象初 めて 講座 を受 ける 人　 持 ち物 自分 で

撮影 し たビデ オテ ープ と 新 しいビ デ オテ

ー プ

(2)ノ ン リ ニ ア 基 本 編 集 コ ース

3月30 日出 ・31 日(日)、 各 午 後1 時 ～4 時

内容 パソ コン で ノ ンリ ニア 編 集 を体 験

い ず れ も会 場 森の ホ ール21 情報 セン タ

ー　定 員 各 日先 着6 人　 費 用無 料

刈 青報 セ ンタ ーは3 月26 日㈹ ～31 日⑧ ま

で休 室 し ま す( 上 記 講 座 を除 く)。

圃3 月15 日面 の圉 は午 前10 時 から(2)は午

後1 時 か ら 、電 話 で 森 の ホ ー ル2 刎青報 セ

ン タ ー昔38 ∠4-―5050 へ

愛 の 献 血 （ 松 戸 ユ ー カ リ ラ イ オ ン ズ

ク ラ ブ ）

3月23 日（士）午 前10 時 ～11 時45 分 、 午後

1時 ～4 時　 会 場 ダ イエ ー 新松 戸店 前

回 保 健福 祉 課検 診 係登366  -7487

米 穀 販 売 登 録 小 売 業 の 更 新 手 続 き に

つ い て

平 成11 年6 月 に米 穀 販 売 小 売 業 の 登録

を行っ た人の 更 新登 録 の申 請受 付 を実施

し ま すの で期 間 内 に申 請 して く だ さい。

受 付日 時4 月15 日㈲ ～19 日 脂 、 午 前９

時 ～ 午 後4 時 会 場 京 葉ガ ス第2 ビ ル5 階

会 議 室　 費用9,000 円 （た だ し2店 舗 目以

上 は1 店舗 に 付 き5,000 円 を加 算）

※申 請 書 は東 葛 飾支 庁 農林 振 興課 お よび

市役 所 農政 課 で 配布 し てい ます。

固 市農 政課 登366-7328

会議を公開し ます

会議名 日　時 会　場 傍聴定員 申し 込み 袒当 課

松 戸市学 校施設

整備推進協議会

3/25C月許 後

ら時から

小 金中学校ラ
ンチルーム

先着 巧 人
程度

当日会場で
教育委員会企画管理室

Q366-74 石弓

公民館運 営審議

会

3/26W 午後
6時30 分か

ら

女性センター
ゆうまつど

先 着５人

程度
当日会場で 公民館Q368-12 膕

松戸市 児童福祉

懇話会

3/27 ㈲午後

3時から

市役所議会棟
3階特 別委員

会室

先着20人 当日会場で
児童福祉課

登366-ﾜ34ﾜ

常盤平・六実・

東部支所版

催
　
し
　
物

年
々
、
踊
り
の
輪
が
大

き
く
な
る
六
実
桜
ま
つ
り

の
阿
波
踊
り
。
今
年
は
４

■
八
柱
ダ
ン
ス
（
社
交
ダ
ン

ス
）毎

週
水
曜
日
午
後
６
時
～
９
時

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更

’
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

会

員

募

集



※身近な情報をお寄せください。

心
豊
か
な

ふ
る
さ
と
作

昨（
を
目

指
し

た
「
さ
わ
や
か
「

Ｉ

ト
ち

ば
」
県
民
運
動
の
東
葛
飾
地
区

榱
艮
実

践
者
と
し
て
、

市

内
の

「
専
修
大
学
松
戸
高

等
学
校
」

と
「
新
坂
川
を
き
れ

い
に
す

る
会
」
の
二
団
体

が
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

今
回
の
表
彰
に

つ
い
て
、
「
新
坂
川
を
き
れ

い
に
す
る
会
」

会
長
の
藤
田
孝
子

さ
ん

は
「
会

の
活

動
が
川
を
通
じ
た
地
域

の
人
々
の
交
流
の
場
に

な
っ
て
い
る
よ
う

に
、
こ

の
表
彰
も

人
と
人
と
の

つ
な

が
り

が
広

が
っ
て
い
く
一

つ
の
き

っ
か
け

に
な
れ

ば
」
と
話
し
て

い
ま
し

た
。

清流のまちづ＜リ」事業に協力す

る形で平成8年から活動を開始。

市道の街路樹マスに草花の種ま

きや植え付け、除草・青掃等の管

理を行い、また、学校周辺の清掃

も定期的に実施するなど、地域の

環境美化に貢献しています。

かな水の流れるされいな川とな
ることを願い発足。

水と川の学習、水生生物や植

物の観察を行って市民に河川の

大切さを訴えるほか、定期的な

河川の清掃および花壇整備を行

っています。

四季を 通じて花の世話をしています

｢ケナフ｣
を育てて

｢地球環境｣
を考えよう

「ケナフ」という植物を

ご存じですか。成長が早い

一年草で、半年で3m にもな

ります。二酸化炭素の吸収

が良く 、また紙の原料にも

なるため 、地球温暖化や森

林破壊の防止に役立ちます。

｢松戸ケナフの会｣ はケ

ナフ の栽培や紙すき教室 、

ケナフを使った環境学習な

どの活動を行うボランティ

ア団体です。興[味のある人 、

一緒に活動してみませんか。

※個人年会費…2,000 円( 人

会金なし)

固松戸まちづくリ交流室テ

ント小屋登36 ワー8889M

36ワー882ﾜ

銀
盤
を
舞
台
に

茎の部分が紙 の原料になりま す

華
麗

な
演
技
を
披
露

と

１
月
2
9日

、
北
海
道
帯
広
市

で
行

わ
れ
た

『
と
か
ち
青
空
国

体
』

の
フ
ィ

ギ
ュ
ア
少
午

女
子

の
部
で
、
新
松
戸
南
中
学
校
三

年

の
高
田

知
沙
さ
ん

が
、
見
事

いざ というときに備えて
2月回日、

馬橋小学校

で三村新町

町会の防災

訓練が行わ

れました。

これは大

規模な地震 七
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

四

歳
で
ス
ヶ
Ｉ

ト
を
始
め
た

高
田

さ
ん
で
す
が
、
国

体
に
出

場

す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
。

「
特
に
緊
張

は
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
予
選

の

演
技
で
ち
ょ

っ

と
失
敗
し
て
し

ま
っ
た
の
で
、

本
番
で
は
そ

の

分
も
頑
張
り
ま

し
た
」
と
話
し

て

い
ま
し
た

。

三村新町女性防火クラブによる消火訓練 発 生 を 想 定

し た 訓 練 で 、救 命 救 助 訓 練 一応 急 手 当 訓 練 ・

起 震 車 体 験 ・ 煙道 訓 練 ・ 初 期 消 火 訓 練 の5 つ

を 体 験 する と い う も の 。 約300 人 の 参力[]者 は

皆 、真 剣な 表 情 で 訓練 を 行 っ てい まし た 。

また 、2 月23 日 に は サ ン ラ イ ト パ ス ト ラ ル

弐 番 街 で も 、 約250 人 の 参 力[]の も と 夜 間 防 災

訓 練を 実 施し まし た。

［

］
フ

ラ

ワ

ー

ア

レ

ン

ジ

メ

ン

ト

花

倶

楽

部

毎
月

第
二

土
曜
口

午
後
１
時
3
0

分
～

３
時
3
0分

会
殲
女

性
セ
ン

タ
ー
ゆ
う

ま
っ
ど
　

費

田
拜
千
円

（
別

途
材

料
費
二
千
円
程
度
、
入
会

金
千
円

）

圖
横
田

登
0
9
0
・
３
０
４
４

・
0
6

5
7

（
午
後
６
時
以
降
）

Ｄ

Ｅ

・

Ｅ

・
ｃ

月

二
回
水

曜
日
午
前
1
1
1
1
E

時
～
午

後
１
時

会
場

明
市

民
セ
ン
タ

ー

内

容
や
さ
し

い
英
会

話
の
実
力
を

つ
け

る
た
め
に
会
話
中

心
の
学
習

費

啣
月
五
千
円

（
入
会

金
千
円

）

固
安
倍

登
3
9
1
・
7
3
7
4

（
夜
間

の
み
）

［
］
女

声

合

唱

団

ミ

ス

テ

ィ

ー

ブ

ル

ー

毎
週
木
曜
日
午
前
1
0時
～
午
後

１
時

会
場

女
性
セ
ン
タ

ー
ゆ
う

ま
っ
ど
ほ
か
　

内

容
ア
カ

ペ
ラ
と

伴

奏
付
き
の
合
唱
　

費

脚
月
四
千

円

（
入
会
金
千
円
）

固
酒
井

公
3
4
5
・
1
3
9
7

【
】
松

戸

中

国

語

学

習

会

毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
～
９

時

会
場
市
民
会
館
　

対
乖
中
国
語

検

定
四
級
以
上
の
人
　

費
用

月
四
千

円

（
入
会
金
な
し
）

圖
赤
坂
a
3
6
5・
4
0
5
7

（
夜
間

の
み
）

【
】
水

金

会

（

卓

球

）

毎
週
水

・
金
曜
日
午
前
９
時
～

午
後
１
時

会
場
運
動
公

園
卓
球

室
　

対
象

女
性
　

費
同

月
千
五
百

円

（
入
会
金
二
千
円
）

固
入
江

昔
3
6
5
・
7
0
8
9

［
］
東

唱

会

毎
月
第
二

・
四
日
曜
日
午
前

９

時
3
0分
～
幵
１１
時
3
0分

会
場

矢
切

公

民
館

内
容
発
声
練
習
と
最
新

曲
の
歌

い
方
指
導
　

務
爾
可

二
千

円

（
入
会
金
二
千
円
）

※
初
心
者
歓
迎

圖
中
山

昔
3
6
3
・
3
5
1
3

［
］
創

美

会

毎
週
金
曜
日

午
後
６
時
3
0分
～

９
時

会
場

市
民
会
館

内

容
目

由
に
描
ぐ
絵
画

サ
ー
ク
ル
　

呰
用

月
四
千
円

（
入
会

金
二

千
円

）

※
初
心

者
歓
迎

固
本

祥

音
3
4
4
・
8
2
5
8

「
」
二

十

世

紀

が

丘

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

毎
週

日
曜

日
初
級

＝
午
後
５
時

～
７
時

、
上

級

＝
午
後
７
時
～
９

時

龠
場

二
十
世

紀
が
丘
市

民
セ

ン
タ
ー
　
内

容
社
交

ダ
ン
ス
　

費

用

初
級

＝
月
三
千
円

、
上
級

＝
月

四
千
円

（
入
会

金
各
二
千
円
）

圖
渡
辺
a
3
6
1・
1
9
8
7

［

］
フ

ァ

ニ

イ

ク

ラ

ブ

毎
月

第

丁

二

こ
二
木
曜
口
と

第
四

土
曜
日

午
前
1
0時
～
正
午

会

場
新
松
戸
市
民

セ
ン
タ
ー
　

内

容
子

ど
も
の
健
全
な
成
長
を
願

っ

て
「
楽
し

い
親
に

な
る
」
「
親
と
Ｌ

て
の
力

を
つ
け
る
」
こ
と
を
学
習

曹
用

年
五
百
円

（
入
会

金
な
し
）

固
橋
本

音
3
4
8
・
7
4
5
4

「

」
社

交

ダ

ン

ス

ベ

ー

シ

ッ

ク

会

・

明

毎

週
火
曜
日
初
級

＝
正
午
～
午

後

２
時
、
中
級

＝
午
後
２
時
～
４

時
　

会
場
明
市
民

セ
ン
タ
ー
　

内

容
キ
ャ
リ
ア
の
あ
る
人

も
な

い
人

も
必
要

な
基
本
か
ら
　

費

脚
月
三

千
円

（
入
会
金
千
円
）

圖
浅
原

公
3
8
8
・
1
9
2
1

【
】
フ

ラ

ン

ス

語

サ

ー

ク

ル

ー

リ

ヴ

ェ

ー

ル

（
川

）

月
四

回
木
曜
日
午
後
７
時
～
８

時
3
0分

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー

ゆ

う

ま
つ
ど
ほ
か
　

費

朋
月
四
千
円

（
入
会

金
な
し

）

※
初
心
者
歓
迎

固
袴
田

音
0
9
0
・
５
４
５
９

・
６
７

【
】
サ

ー

ク

ル

あ

す

な

ろ

（
健

康

体

操

）

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
～
８

時

3
0分

侖
場

女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
‘つ

ま
っ
ど
　

対
象
成
人

女
性
　

費
用

月
二
千
円

叉

会
金
千
円
）

圈
米
川

容
瑚
・
3
0
7
0

［

］
松

戸

中

文

サ

ー

ク

ル

毎

週

土

曜
口

午

前
1
0
時

～
正

午

会

場
女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ
う

ま

つ

ど

内

容
中

国

語

の
学

習
と

会

話
　

費

田
Ｗ
旦
二
千

五

百

円

（
入

会

金

な

し
）

圈
西

川

昔
3
8
5・
1
9
2
5

［
］
パ

ソ

コ

ン

の

基

本

操

作

を

学

ぶ

講

座

３
月
2
3日
出
午
前
1
0時
～
正
午

会

場
松
戸
ま

ち
づ
く
旦

父
流
室
テ

ン
ト
小
屋
（
東
葛
飾
合
同
庁

舎

圍
）

内
容
超
初
心

者
向
き
　

対
象

ノ
ー

ト
型
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込
め

る
人

定
韜

尢
着
十
人
　

善
用

五
百
円
（
テ

キ
ス
ト
代
を
含
む
）

圃
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
松
戸

Ｉ
Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
3
6
7
・
8
8

8
9

隰
3
6
7
・
8
8
2
7

へ

「
」
奥

多

摩

の

春

の

息

吹

き

登

山

中

級

大

岳

山

３
月
3
1日

㈲
午
前
６
時
3
0分
新

松
戸
駅
前
出
発

（
午
後
７
時
3
0分

帰
着
）
　

行
き
先
大
岳

山

（
奥
多

摩
）
　

内
容
奥
多

摩
の
御
岳

山
ま

で
ケ
ー

ブ
ル

カ
ー
で
登
り
そ
こ

か

ら
大
岳
山

（
標
高
千
二
百
六
十
六

片
）
に

登
り
往
路

を
下

山
　

対
象

六
十
歳
未
満
の
人
　

定
員
先
着
二

士

五
人
　

費
用
四
千

八
百
円

（
貸

切

バ
ス
代

・
保
険
料
等
）

圃
電
話
で
山
遊
塾

・
永
田

容
0
9
0
・

８
８
０
３

・
8
3
4
6

へ

【
】
日

舞

・

新

舞

踊

講

習

会

３
月
1
7日
収

・
2
6囗

㈹
午
後
１

時
～
４
時

龠
璢

新
松
戸
市

民
セ

ン

タ
１
　

苣
ＨＥ
五
百
円

固
邦
舞

の
会

・
藤
間

公
謁
・
8
7

2
5

（
夜
間

の
み
）

［
］
社

交

ダ

ン

ス

フ

リ

ー

ミ

ニ

パ

ー

テ

ィ

ー

３
月
3
1囗

㈲
午
後
２
時
～
５
時

会
場
勤
労
会
館
　

菩
用

五
百
円

固

ベ
ー
シ
ッ
ク
ダ
ン
ス
の
会

・
田

中

登
3
4
6
・
3
9
0
7

［

］
は

じ

め

て

の

パ

ン

作

り

と

ケ

ー

キ

と

紅

茶

の

テ

ー

ブ

ル

セ

ッ

テ

ィ

ン

グ

４
月
1
4
口

収

午
前
1
0
時

～

午

後

Ｏ

時
3
0
分

会

場

市
民

会

館

定

蕀

先
着

三

十

人
　

春
用

二

千

五

百

円

（
材

料

費

を

含

む

）

圃

４

月

３

日

水

ま

で

に

、

電

話

で

カ
ト

レ

ア

料

理
研

究

会

・
高

橋

登

3
6
7
・
ｒａ

戸ｏ
Ｏ

λ４
へ

［

］
マ

ザ

ー

グ

ー

ス

の

歌

と

名

作

絵

本

の

集

い

３
月
2
9
日

蚩

午

前
1
0
時
3
0
分

～

一
1
1
1
1

時
3
0
分
　

会

場
二

十
世

紀

が

丘

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

英

諳

の

わ

ら

べ

歌

で

遊

ん

だ

り

英

語

の

名

作

絵

本

を
楽

し

む
　

対

象

幼
児

と

そ

の
保

護

者

定

員

先
着

十

組

費

用

親

子

一

組
五

百

円

圃

電

話

で

㈱

ラ

ボ

国

際

交

流

セ

ン

タ

ー
松

戸

地

域

研

究

会

事

務

局

一

〇

１
０
乙
Ｏ

・
8
0
8・
７

４

９
り
へ

［

］
ぼ

く

ら

の

ま

ち

を

探

検

し

て

み

よ

う

３

月
2
1
日

聡

午

前

９

時

～

午

後

４

時

〔
雨

天

決

行

〕
　

集

合

場
所

聖

徳

大

学
正

門

前

（
岩

瀬

）
　
内

容

目
分

の

ま

ち

の
再

発

見
　

対

象

小

学
四

年

生

～

中

学

二

年

生
　

定

員
先

着

十

五
人
　

春
用

無

料

圉
電

話

で

全

国

生

涯

学

習

研

究
所

登
3
6
9・
5
6
6
5

へ

［

］
フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

４

月
2
8
日

㈲

午

前
1
0
時

～

午

後

３

時

〔
雨

天

中

止
〕
　

会

場

新

松

戸

中

央
公

園

出

店

者

を
募

集
し

ま

す

募

集
数

百

区

画
（
抽

選

）
　
出

店

察

％
り

上

げ

の

Ｉ
〇
％

※

４

月
1
0
日

水

に

抽

選

会

を

実

施

（
結

果

は
郵

送

）
。

ま

た

、

チ

ャ

リ

テ
ィ

ー
と

し

て

出

店

料

の

一

部

を
市

内
福

祉
団

体

に

寄
付

匣
４

月

８

日

収
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

往

復
（

ガ
キ

に

住

所

・
氏

名

・
電

話
番

号

・
出
店

内
容

を
記

入

し

て

、

〒
2
7
0
－
0
0
3
4

松

戸

市

新
松

戸

七

の
ニ

ー
四

あ

ら

か

る

と

内
　

プ

リ

マ

実

行

青

貝
会

（

登
3
4
1・
3
9

0
9

）
　へ

昨

年
８
月

、
市
内

で
行

わ

れ
た

競
技

会
で

の
演

技

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

。

本庁・新松戸・

催
　
し
　
物

修大学松戸高等学校

市が推進している「緑化専

新坂川沿いの花壇整備も活動の一部

坂川をきれいにする会

平成7年9月、新坂川が豊
新

心
豊
か
な
ふ
る
さ
と
作
り
を

自
分
た
ち
の
手
で

矢切支所版

会
員
募
集


